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［様式６］ 

サブテーマ名：高輝度光ビーム加工技術に関する研究 

 小テーマ名：レーザビームを用いた固体粒子計測装置の高度化 

サブテーマリーダー（所属、役職、氏名）  ㈱松浦機械製作所、シニアチーフ、冨田誠一 

  研究従事者（所属、役職、氏名）       福井大学工学部 教授 岩井善郎 

研究の概要、新規性及び目標 

 ①研究の概要 

液中微粒子のオンライン計測を高度化するため半導体レーザを用いたセンサおよび計測処理法に関

する研究 

 ②研究の独自性・新規性 

管路壁に２個の半導体レーザとフォトダイオードを配置して通過する固体粒子を光遮断法により直

交二方向から三次元的に計測するシステム。 

  ③研究の目標（フェーズ毎に数値目標等をあげ、具体的に） 

フェーズⅠ：液中微粒子計測装置の開発目標：最小計測粒子径：数μm～10μm，三次元粒子径計測

が可能 

フェーズⅡ：－ 

フェーズⅢ：研究成果の実用化を目指す。 

研究の進め方及び進捗状況（目標と対比して） 

フェーズⅠ：２個の半導体レーザとフォトダイオードを用いた計測センサを試作し、その性能をサ

ンプル液を用いて検証する実験研究。計測が原理的に可能であることは確認できたが、計測結果の

信頼性に問題がある。  

フェーズⅡ：－ 

フェーズⅢ：研究成果の実用化を目的として、これまで得られた研究成果をベースに残された研究

課題の解決を図る。 

主な成果 

  具体的な成果内容：管路壁に２個の半導体レーザとフォトダイオードを円周方向にそれぞれ90度

ごとに配置した計測管路を製作し、通過する固体粒子を光遮断法により直交二方向から三次元的に

計測するシステムを試作した。水に固体微粒子を混在させた試験液を用いて粒子径測定を行った結

果、適当な管路形状を有するセンサーヘッドを作製することによって、不定形な摩耗粒子の三次元

計測が可能になることがわかった。 

  

特許件数：０       論文数：０         口頭発表件数：０  

研究成果に関する評価 

 １ 国内外における水準との対比 

液中の固体粒子を二方向からオンラインで計測できるセンサの開発およびその計測処理法に関する

研究は，研究従事者の知る限りでは世界初である。 

 ２ 実用化に向けた波及効果 

粒子計測の三次元計測が必要な計測対象が現段階では不明なので、実用化に関する検討は行ってい

ない。 

残された課題と対応方針について 

粒子計測センサの確立 
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H 

12 
H 

13 
H 

14 
H 

15 
H 

16

H 

17
小計

H 

12

H 

13

H 

14

H 

15

H 

16 
H 

17 
小計 

合 計

人件費 45 129 133 0 0 0 307 0 0 0 0 0 0 0 307

設備費 0 0 0 0 0 0 0 980 490 0 0 0 0 1,470 1,470

その他研究費

（消耗品費、

材料費等） 0 0 0 0 0 0 0 450 460 1,000 0 0 0 1,910 1,910

旅費 4 52 47 0 0 0 103 0 0 0 0 0 0 0 103

その他 5 6 96 0 0 0 107 70 50 0 0 0 0 120 227

小  計 54 187 276 0 0 0 517 1,500 1,000 1,000 0 0 0 3,500 4,017
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代表的な設備名と仕様［既存（事業開始前）の設備含む］ 

  ＪＳＴ負担による設備：なし 

  地域負担による設備：パーティクルカウンタ（Ｈ＆Ｆ社製） 

※複数の研究課題に共通した経費については按分する 


